
従
したが

いきったアブラハム 創世記
そ う せ い き

２２：１～１９  

－じゅうじゅん－  
       
    試練や問題はいやだけど、君が神様をたよったとき神様は   

喜んで君を助けてくれるよ。 

   

（   月   日 ） 

□ 創世記
そ う せ い き

２２：１～３ 神様に 従
したが

いなさい！！ 
正しいとおもうものに○をしてね。 

 １．神様がアブラハムに与えた試練をどう思いますか？ 

  ・しょうがない  ・たいへん  ・ひどい ・つらすぎる ・ガンバラなくっちゃ 
 

 ２．きみなら、この神様の命令にアブラハムのように従う、従わない？理由も書いてね。  

●したがう                                     

    

●したがわない                                  
 

（   月   日 ） 

□ 創世記２２：４～５ 逃
に

げる？逃
に

げない？ 
アブラハムとイサクたちは、神様に言われた場所が見えるところまで来ました。そこか

らは、アブラハムとイサクだけで行くことになりました。人にたよらないで、神様と自

分たちだけです。さあ、次の二つの質問
しつもん

を考えてみてね。 

（１）君はいやな事をしなくてはいけなかったり、いやな人に会わなくてはいけない時

どうしますか？自分が思うところに○をしてください。 

 ・逃げる  ・わすれたふりをする   ・かくれる   ・逃げないでやる（会う） 

 

（２）アブラハムは神様を信頼
しんらい

して、試練から逃げないで正面から向かいました。君は、

このアブラハムの 姿
すがた

を読んでどのように思いましたか。 

 

 

（   月   日 ） 

□ 創世記２２：６～８ 神様が備えてくださる！ 
次の質問に答えましょう。 

（１）アブラハムはどんな荷物
に も つ

を持って二人で歩
ある

きはじめましたか。 
 

 

（２）この荷物は、だれを生け
い け

贄
にえ

にするときにつかうの？  
 

   

  （３）アブラハムはどんな気持
き も

ちで歩いていたのだろう？ 

 

 



何でもカ・キ・コ！ディボーションをして思ったこと・決心したこと、学校やお家であった楽

しかったこと・悲しかったこと・・・など何でもカキコもう！先生にも見せて、ひとこと書い

てもらおう！ 

 

（   月   日 ） 

□ 創世記２２：９～１２  ほんきですか！ 
次の質問を考えましょう。 

アブラハムは、本当にイサクを生け
い け

贄
にえ

にしようとしました。君はいやなことでも 

いっしょうけんめいにできる？   ・できる    ・できない 

・理由
り ゆ う

もかいてみて                                                            

                                          

●神様を信頼
しんらい

して、いやなことでも一生懸命
いっしょうけんめい

にやる人を神様は祝 福
しゅくふく

するんだ。 

  大人になってもいやなことはいや、神様を信頼
しんらい

するのに大人も子どもも関係   

ないよ。今日も、神様の助けをもらいましょう。いやなことから逃げないで、 

一生懸命になんでもできる 力
ちから

をくださいとお祈りをしましょう。 

 

（   月   日 ） 

□ 創世記２２：１３～１４ 神様は必ず助けてくださる！  

次の質問
しつもん

に答えましょう。 

  （１）イサクの変わりに、神様は何を用意
よ う い

されましたか。（       ） 

  （２）アブラハムは、その場所
ば し ょ

を何という名前にしましたか。（          ） 

  （３）アブラハムが付けた場所の名前の意味
い み

は何ですか。（            ） 

（４）第一コリント１０章１３節を読
よ

みましょう。 

 

（   月   日 ） 

□ 創世記２２：１５～１９ 愛し助け続けてくださるイエス様！  

  私のかわりに、神の御子
み こ

イエス様を十字架につけられた神様は、君を愛して罪を赦
ゆる

して

くださいました。君が悔い改
く い あ ら た

めるなら、これからも変わらずに赦し続
つづ

けてくださいます。

それに何よりも君が頼
たよ

るときに、必ず助けてくださいます。君に対する神様の愛はこれ

からも変わりません。今日も神様を頼
たよ

り信頼
しんらい

して、離
はな

れないでいつも一緒
いっしょ

にいてくださ

いと祈
いの

りましょう。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


